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5F ：  和書・洋書 

4F  ：  雑誌バックナンバー / 新聞縮刷版 

3F  ：  新聞 

M4F ：  雑誌バックナンバー / 新聞縮刷版 

4F ：  洋書 

M3F ：  和書 / 中国語 /ハングル図書 / 洋書一部 

3F ：  和書 

2F ：  和書 / 辞典 / 英語多読本 

1F ：  新聞 / 新着雑誌 / 本学発行物 / 年鑑・白書 

※閉架書庫の入庫には手続きが必要です   

※M3F～4F は閉架書庫です。入庫には手続きが必要です。

   

東 北 学 院 大 学 

中 央 図 書 館 

中 央 図 書 館 分 室 

コラトリエ・ライブラリー（図書館） 

httpｓ://www.lib.tohoku-gakuin.ac.jp/ 

 

本学にはキャンパスごとに図書館があります。学生の皆さんは各図書館を利用することができ

ます。授業の課題に関する参考文献探しや試験勉強、知的好奇心の探究など、大学生活の様々

な場面で図書館を活用して有意義な学生生活を送ってください。 

 

中央図書館 

約 100 万冊の所蔵を誇る東北屈指の図書館として 1985

年に開館しました。大学院棟には中央図書館分室があり

ます。 

コラトリエ・ライブラリー（図書館） 

2023 年 4 月、五橋キャンパスに新たな都市型図書館が

誕生しました。地上 16 階建ての高層棟「シュネーダー

記念館」の 3 階から 5 階に位置し、図書館とラーニン

グ・コモンズが一体化した図書館です。 

土樋エリア 

五橋エリア 

貸出・返却・閉架資料の出納

               文 献 複 写 受 付

               

閉架書庫 

文 献 複 写 受 付

               

貸出・返却

               

図書資料保存館：泉キャンパス図書館から名称が変わりました。各図書館より取り寄せができます。 

※取り寄せには時間がかかります 

 

新入生向け（入学生特集号） 

https://www.lib.tohoku-gakuin.ac.jp/


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  貸出冊数 日数 備考 

学部学生 10 冊まで 15 日以内 
長期休暇中（夏季・春季） 

貸出期間変更 

大学院生 20 冊まで 

1 ヶ月以内 

学生用図書は 15 日以内 

留学生（学部学生） 10 冊まで  ————— 

  

 

 

 

 

  曜日 通常期 長期休暇 

土
樋 

中央図書館 月～土 8：30～22：00 9：00～19：30 

中央図書館分室 
月～金 10：00～21：00 10：00～18：00 

土 10：00～17：00 ————— 

五
橋 

コラトリエ・ライブラリー 

（図書館） 
月～土 8：30～22：00 9：00～19：30 

本を探す 

※入館には学生証が必要です 

※中央図書館分室は教員・大学院生が主に利用する専門資料を多く集めた図書館ですが、学部生や学外の方も利用 

することができます 

開館日と開館時間 

貸出冊数・日数 

 

OPAC（蔵書検索）端末では、

本のタイトル・配架場所、分類

番号を確認し本を探します。 

書棚には関連した資料が並ん

でいるため、思いがけない本と

の出会いがあるかもしれませ

ん。 

閉架書架に入庫することも可

能です。他エリアの図書も取寄

せができます。 

借りたい図書が決まったら、学

生証を添えてカウンターで貸

出手続きを行ってください。 

館内に希望する図書がない場

合は、他館からの取り寄せやリ

クエストなどを行うことがで

きます。 

 

※雑誌、視聴覚資料、禁帯出資料は 

貸出できません 

図書館利用について 

本を借りる 本を返す 

図書に学生証を添えてカウン

ターで返却手続きをしてくだ

さい。 

東北学院大学のどの図書館で

も返却することができます。 

 

※五橋エリア シュネーダー記念館

２階に開館時間外に利用できる 

返却ポストがあります 

※返却期限に遅れるとペナルティが

つくため注意してください 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

電子ブック 

WEB 上で閲覧することができる電子化され

た図書です。24 時間いつでも、どこからで

もアクセスすることができます。 

※OPAC やデータベースから検索することがきます。 

 

図書館 WEB サイトの活用 

My Library 

図書の予約、取り寄せなどをオンライン上で行うことが可能です。 

MyLibrary にログインし、手続きを行っていただくことで利用ができます。 

★MyLibrary でできること 

・予約        ：貸出中の資料を予約することが可能です。 

・状況確認      ：自身が借りている図書の返却日等を確認することができます。 

・リクエスト     ：欲しい本の所蔵がない場合、リクエストをすることができます。 

・延長        ：手続きを行った日から 15 日間の延長が可能です。 

            ※予約がある場合は延長不可 

・資料の取り寄せ    ：学内外の図書館から複写物や図書の取り寄せができます。        

            ※学内複写物・学外の取り寄せにかかる費用は自己負担です。 

TGU Search 

図書・雑誌・電子コンテンツ・研究成果を

一括で検索することができます。 

 

データベース 

国内外の文献や記事を検索することができ

ます。検索から閲覧まで Web 上で行うこ

とができます。信頼できる情報源なので、

レポートの作成などにも有効です。 

※辞典・雑誌記事・論文・電子ブック・新聞 など 

TGU OPAC 

図書館で所蔵している資料を探すことができ

ます。タイトルや著者名、キーワードなどで

検索し、資料の配架場所や請求記号などの詳

細情報を確認してください。自宅からスマホ

や PC を用いて利用することも可能です。 

※2023 年夏に内容を 

リニューアルする予定です 



           

「夢を見る事，現実を知る事，人生を意義有るものにするには，この二つの釣合を巧く取る必要がある」 

－巻頭言より抜粋 

読書は良く嗜むが、ご紹介できる書籍があるかというとなかなか難しい。その中でも本書は千頁を超える大書で

あるが、歴史、文化、そして量子力学の入口まで科目分野に拘らない独学書であると思える。文章に引き込まれ読

み終えると（時間はかかるが笑）大学教養課程を一気に修了した感じになる。あくまで「虚数」を軸にした教養教科

書であると同時に哲学書にも思える。約 20年前の書籍であるが著者の巻頭言は普遍的でもあり我々の思考を整

理してくれる。じっくりと腰を据えて，悠然たる文章を是非味わって欲しい。 

 

『「虚数の情緒」－中学生からの全方位独学法－』 

（中央図書館所蔵） 
吉田武著 東海大学出版，2000 

『父親の心理学』 

（コラトリエ・ライブラリー（図書館）所蔵） 尾形和男編著，北大路書房  

人間科学部・心理行動科学科 

臼倉 瞳 先生 

『静まりから生まれるもの 信仰生活についての三つの霊想』 

（中央図書館所蔵） 
ヘンリ・ナウエン著、太田和功一訳著，あめんどう，2004 

せわしない現代人の生活においては、自身に立ち返ること、自分を見つめることが重要だとはよく言われることで

ある。カトリックの神父でもあった著者のナウエンは、独り神の御前に静まること（ソリチュード）の重要性を指摘する。

全ての創造主である神のみ前で静まることにより、〜せねばならない、〜であらねばならないという思いから解放さ

れることができると述べる。また静まる中で、神を「待ち望むこと」の中にある希望、真の自由や愛を見出すことがで

きることを教えてくれる名著である。 

文学部・総合人文学科 

渡邊 有美  先生 

経営学部・経営学科 

秋池 篤 先生 

『動物農場［新訳版］』 

ジョージ・オーウェル著、山形浩生訳，早川書房，2017 
（中央図書館所蔵） 

ジョージ・オーウェルが 1945年に執筆した『動物農場』は、自分たちで牧場を治めるに至った動物たちが織り成す

物語です（タイトルや原著の出版年は山形浩生訳版記載に基づいています）。この本の結末部分は、我々に大きな

教訓を与えてくれます。それは地位が人にもたらす影響は良いものだけではないということです。悪い意味でも、地

位は私たちを形づくるのです。我々はそれを肝に命じる必要があり、自身を戒めるという点で必読の書といえるでし

ょう。 

本学教員に、オススメの 1冊を紹介していただきました。 

図書館で借りることもできますので、ぜひご一読ください。 

 お探しの本が見つからない場合は、図書館カウンタースタッフへお問い合わせください。 

先生の本棚 

工学部・電気電子工学科 

佐藤 文博 先生 

 

あなたは「父親」にどのようなイメージを抱きますか。心理学の分野で親子関係や養育態度が研究トピックスとし

て取り上げられる時、多くの場合は暗に「母子関係」を意味しています。この本は、スポットライトの当てられてこな

かった父親という存在について、これまでの（母親研究に比べると数の少ない）父親研究で明らかになったことを

振り返りながら、主に「父子」という関係性と「夫婦」という関係性から「父親とは何か」を掘り下げています。「家族」

について考えたいという方は、きっと何かヒントを得られることと思います。 

 


